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多
賀
城
市
は
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
部

の
太
平
洋
岸
に
位
置
し
、
縄
文
時
代
の

古
墳
や
多
賀
城
跡
な
ど
多
く
の
文
化
財

と
自
然
に
恵
ま
れ
た
歴
史
の
町
。
現
在
、

多
賀
城
創
建
千
三
百
年
に
当
た
る
令
和

六
年
の
公
開
に
向
け
、
多
賀
城
南
門
の

復
元
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

隣
接
す
る
仙
台
市
の
中
心
部
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
良
い
こ
と
か
ら
、
住
宅
都
市
と

し
て
の
性
格
も
持
ち
合
わ
せ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
概
要

　
多
賀
城
市
Ｓ
Ｃ
は
昭
和
五
十
九
年
三

月
に
設
立
。
事
務
局
は
、
市
が
建
設
し

て
平
成
二
十
二
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
多
賀
城
市
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

内
に
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
プ
ラ

ザ
の
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営
を

任
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
の
会
員
数
は
、
前
年
度

よ
り
十
一
人
増
え
て
五
百
四
十
二
人
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
︵
以
下
、
新

型
コ
ロ
ナ
︶
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け

て
、
令
和
二
年
度
の
定
時
総
会
は
書
面

に
よ
る
議
決
権
の
行
使
を
採
用
し
、
出

席
人
数
を
極
力
少
な
い
状
態
に
し
て
、

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
研
修
室
で
五

月
二
十
九
日
に
開
催
し
た
。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

商
業
施
設
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す

る
普
及
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、
駅
周
辺

を
清
掃
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
各

地
域
班
会
議
、
会
員
有
志
が
企
画
す
る

「
新
春
の
集
い
」
な
ど
の
会
員
活
動
を

中
止
し
た
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

で
は
、
市
内
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
と
す
る
各
種
教
室
・
講
習
会
を
自
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　多賀城市ＳＣでは、新型コロナウイルス感染症から子ど
もたちを守るため、市内の小中学校で作業する「たがじょ
うクリーンスクールプロジェクト除菌業務」を市から受託
し、令和 2年 7 月から就業を開始した。約100人が携わる
大規模な就業だが、地域班の仕事として分担し滞りなく業
務を遂行。児童たちから感謝の手紙が届くとともに、地域
班の結束力が強まるという副産物も得ている。

小
中
学
校
の
消
毒
作
業
を
受
託
し

地
域
班
の
仕
事
と
し
て
取
り
組
む

公
益
社
団
法
人

多
賀
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
宮
城
県
）

令
和
二
年
七
月
十
日
に
行
っ
た
「
た
が
じ
ょ

う
ク
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
除
菌

業
務
」
の
作
業
開
始
式
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主
事
業
で
実
施
し
て
い
る
が
、
受
講
者

の
定
員
を
通
常
の
半
数
の
十
人
に
減
ら

す
な
ど
三
密
を
避
け
る
対
応
を
図
っ
て

開
催
し
て
い
る
。
た
だ
、
好
評
で
あ
っ

た
英
会
話
教
室
は
講
師
の
確
保
が
困
難

と
な
り
休
講
し
て
い
る
。

　
事
務
局
で
は
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
指

消
毒
の
徹
底
、
検
温
に
よ
る
職
員
の
体

調
管
理
に
気
を
配
り
、
正
職
員
五
人
と

嘱
託
職
員
四
人
で
通
常
の
勤
務
を
続
け

て
い
る
。
加
え
て
、
職
員
が
毎
日
交
代

で
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
内
の
消
毒
作
業
を
行

い
、
感
染
防
止
に
努
め
て
い
る
。

学
校
の
消
毒
作
業
を
受
託

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

一
部
の
就
業
の
契
約
が
打
ち
切
り
に
な

っ
た
り
、
一
時
的
に
停
止
し
た
り
し
た

が
、
一
方
で
新
た
な
受
注
も
あ
っ
た
。

　
多
賀
城
市
か
ら
の
依
頼
で
、
市
内
小

中
学
校
の
消
毒
を
行
う
「
た
が
じ
ょ
う

ク
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
除

菌
業
務
︵
以
下
、
除
菌
業
務
︶」を
受
託

し
、
令
和
二
年
七
月
十
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
こ
れ
は
、
隣
の
塩
釜
市
Ｓ
Ｃ
が
小
中

学
校
で
消
毒
を
行
う
業
務
を
市
か
ら
受

託
し
、「
し
お
が
ま
ウ
イ
ル
ス
バ
ス
タ
ー

隊
」
と
し
て
五
月
二
十
五
日
か
ら
就
業

を
開
始
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ

た
︵
本
誌
令
和
二
年
十
一
月
号
「
特
集

︿
事
例
﹀」掲
載
︶。

　
多
賀
城
市
Ｓ
Ｃ
は
、
こ
の
就
業
を
知

る
と
す
ぐ
に
塩
釜
市
Ｓ
Ｃ
に
連
絡
を
取

っ
て
就
業
内
容
を
聞
き
、
多
賀
城
市
Ｓ

Ｃ
で
も
受
託
可
能
で
は
な
い
か
と
判
断
。

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
多
賀
城
市
か

ら
こ
の
作
業
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
話
は
迅
速
に
進
み
、

六
月
中
に
受
託
が
決
ま
っ
た
。

　
た
だ
、
大
勢
の
就
業
会
員
を
要
す
る

こ
と
と
就
業
時
の
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
理
事

会
を
開
い
て
対
応
を
協
議
。
そ
の
結
果
、

地
域
班
を
中
心
に
就
業
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
と
し
た
。

●
除
菌
業
務
の
内
容

　
児
童
・
生
徒
の
安
全
安
心
と
学
習
環

境
を
地
域
全
体
で
守
る
こ
と
を
目
的
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、
市

内
小
中
学
校
︵
全
十
校
︶
の
消
毒
作
業

を
、
各
学
校
の
教
職
員
に
代
わ
っ
て
行

市内にある10校の小中学校で、消毒作業を行う会員たち。多賀城市ＳＣ
の会員の約5人に 1 人がこの業務に携わっている
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う
。
具
体
的
に
は
、
学
校
の
机
、
椅
子
、

ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ
ッ
チ
、
蛇
口
、
手
す

り
、
ト
イ
レ
の
レ
バ
ー
や
便
座
の
ふ
た

な
ど
、
日
常
的
に
児
童
・
生
徒
が
触
る

箇
所
を
消
毒
す
る
。

　
受
託
期
間
は
、
令
和
二
年
七
月
十
日

～
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
の
開
校
日
。

●
就
業
体
制

　
十
校
の
作
業
を
十
九
の
地
域
班
で
分

担
し
、
主
に
二
班
で
組
ん
で
一
校
を
担

当
し
て
い
る
。

　
作
業
は
学
校
の
規
模
に
よ
り
、
一
校

当
た
り
一
日
四
人
ま
た
は
六
人
で
行
い
、

十
校
で
一
日
に
四
十
七
人
が
就
業
す
る
。

こ
の
た
め
、
約
百
人
の
会
員
が
携
わ
り
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
人
数
は
、
全
会
員
の
約
五
人
に
一

人
の
割
合
だ
。
就
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

各
地
域
班
長
・
副
班
長
が
調
整
、
管
理

を
行
っ
て
い
る
。

　
作
業
時
間
は
、
児
童
・
生
徒
の
下
校

後
で
、
十
五
～
十
八
時
の
間
の
二
時
間

程
度
。
学
校
に
よ
り
異
な
る
。

●
就
業
に
向
け
て

　
受
託
前
は
、
各
学
校
の
教
職
員
が
消

毒
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
引
き

継
ぐ
た
め
、
就
業
開
始
に
当
た
り
学
校

ご
と
に
教
職
員
か
ら
消
毒
の
仕
方
や
消

毒
す
る
箇
所
を
、
実
際
に
校
内
を
歩
き

な
が
ら
教
わ
る
機
会
を
つ
く
っ
た
。
就

業
会
員
に
は
、
担
当
す
る
学
校
ご
と
に

全
員
出
席
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
事

務
局
で
日
程
を
調
整
し
、
当
日
は
職
員

も
同
行
し
た
。

●
感
染
防
止
対
策

　
会
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
感

染
防
止
対
策
と
し
て
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル

ド
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ム
手
袋
の
着
用
を
徹

底
。
夏
場
は
熱
中
症
対
策
も
必
要
な
た

め
、
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用
は
適

宜
判
断
す
る
こ
と
と
し
た
。

未
就
業
率
が
下
が
る

　
除
菌
業
務
は
ス
タ
ー
ト
当
初
か
ら
、

鈴
木
四
郎
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
役

員
全
員
が
先
頭
に
立
っ
て
就
業
に
当
た

っ
て
い
る
。
百
人
体
制
の
大
規
模
な
就

業
の
様
子
は
地
元
新
聞
で
報
道
さ
れ
た

り
、
市
の
広
報
誌
の
表
紙
を
飾
っ
た
り

し
て
い
る
。
ま
た
、
作
業
に
行
っ
て
い

る
学
校
の
広
報
誌
で
は
特
集
記
事
に
も

な
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
児
童
・
生
徒
か
ら
就

業
会
員
へ
感
謝
の
手
紙
が
届
い
た
り
、

教
職
員
か
ら
業
務
負
担
の
軽
減
に
な
っ

た
と
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
り
、
作
業
中

に
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
の
声
掛
け
が

あ
り
、
就
業
会
員
の
励
み
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。

　
三
学
期
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
令
和

「
た
が
じ
ょ
う
ク
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
除
菌
業
務
」
の
就
業
会
員
が
表

紙
を
飾
っ
た
多
賀
城
市
の
広
報
誌
（
令
和
三
年
一
月
号
）

令和 3 年 3 月 1 日、消毒作業を
している小学校の児童が開催し
た「感謝の会」（写真上）。就業会
員へ感謝の手紙（写真左）が渡
された
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三
年
三
月
一
日
、
あ
る
小
学
校
で
就
業

会
員
に
対
す
る
「
感
謝
の
会
」
が
教
室

で
開
か
れ
、
児
童
か
ら
会
員
が
招
待
さ

れ
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
酒
井
達
夫
事
務
局
次
長
は
「
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
が
会
員
の
や

り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
仕
事
の

受
注
の
割
合
が
大
き
い
中
、
そ
れ
ら
が

で
き
な
い
か
ら
と
退
会
を
考
え
て
い
た

会
員
が
こ
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
退

会
を
思
い
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
会
員
が
こ

の
仕
事
に
就
い
た
こ
と
で
、
未
就
業
率

が
令
和
元
年
度
の
三
三
・
九
％
よ
り
一

〇
％
ほ
ど
解
消
し
て
い
ま
す
」
と
、
除

菌
業
務
に
よ
っ
て
生
じ
た
成
果
を
語
る
。

　
そ
の
一
方
で
、「
自
分
が
感
染
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
」「
子
ど
も
た
ち
に

う
つ
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と

の
懸
念
や
、
作
業
を
す
る
こ
と
に
対
し

て
家
族
か
ら
反
対
さ
れ
た
会
員
も
い
た

と
い
う
。

　
そ
う
し
た
声
や
不
安
に
は
、
電
話
ま

た
は
対
面
で
個
別
に
対
応
し
て
、
本
人

や
家
族
の
意
向
を
聞
き
、
休
ん
だ
り
、

就
業
を
外
れ
た
り
し
て
も
大
丈
夫
だ
と

伝
え
た
。

地
域
班
の
力

　
令
和
二
年
七
月
十
日
の
就
業
開
始
か

ら
取
材
日
︵
令
和
三
年
三
月
二
日
︶
ま

で
、
除
菌
業
務
は
滞
る
こ
と
な
く
続
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
支
え
る
大
き
な

力
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
地
域
班
の
存

在
だ
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
を
調
整

し
表
を
作
成
し
て
各
学
校
に
提
出
す
る

が
、
そ
の
作
業
も
各
地
域
班
長
・
副
班

長
が
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
地
域
班
の
歴
史
は
長

く
、
地
域
班
単
位
で
就
業
会
員
を
集
め

て
仕
事
を
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も

あ
っ
た
そ
う
だ
。
東
日
本
大
震
災
の
直

後
に
は
、
避
難
所
の
ご
み
回
収
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
地
域
班
ご
と
に

取
り
組
ん
だ
経
験
も
あ
る
。
そ
う
し
た

地
域
班
の
機
動
力
が
、
今
回
の
業
務
を

推
進
す
る
大
き
な
力
に
な
っ
た
。

　
酒
井
事
務
局
次
長
は
「
今
回
は
準
備

期
間
が
短
い
上
に
就
業
会
員
が
多
く
、

ど
う
な
る
か
心
配
も
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
地
域
班
会
議
を
休
止
し
て
い
る
中
、

地
域
班
の
仕
事
と
し
て
除
菌
作
業
を
行

い
、
班
長
・
副
班
長
を
中
心
に
皆
で
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
て
、
地
域
班
の

結
束
力
が
強
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
今
後
の
会
員
拡
大

や
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
に
と
っ
て
も

大
き
な
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
制
約
の
多
か
っ
た
令
和
二

年
度
で
は
あ
っ
た
が
、
一
条
の
光
を
見

い
だ
せ
た
と
話
し
た
。

緊
急
時
に
支
え
合
う
仕
組
み
を

　
多
賀
城
市
か
ら
は
こ
れ
ま
で
多
数
の

仕
事
を
受
け
て
お
り
、
日
ご
ろ
か
ら
市

役
所
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
と
連
絡
を
取

っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
信
頼
関
係
を
築

い
て
き
た
こ
と
が
、
今
回
の
よ
う
な
急

な
仕
事
へ
の
対
応
に
も
つ
な
が
っ
た
と

酒
井
事
務
局
次
長
は
振
り
返
っ
た
。

　
除
菌
業
務
に
携
わ
る
会
員
の
仕
事
ぶ

り
は
学
校
や
市
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
令
和
三
年
度
の
契
約
に
つ
い
て

は
現
在
、
協
議
中
と
い
う
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
は
ま

だ
見
え
ず
、「
事
務
局
職
員
が
感
染
し
て

事
務
局
の
閉
鎖
・
機
能
不
全
に
陥
っ
た

場
合
な
ど
を
想
定
し
、
近
隣
の
セ
ン
タ

ー
間
で
緊
急
時
に
助
け
合
う
仕
組
み
づ

く
り
を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
酒
井
事
務
局
次
長
は
語
っ
た
。

︵
増
山
美
智
子
︶

事業運営状況 （平成27年度～令和元年度）

年度 会 員 数 粗入
会率

就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成27 378 152 530 2.9 370
（38,001） 69.8 3,363 170,032 23.4/76.6

28 375 162 537 2.9 359
（39,789） 66.9 3,354 176,045 21.2/78.8

29 388 165 553 3.0 316
（38,101） 57.1 3,315 172,246 20.6/79.4

30 386 145 531 2.8 257
（36,446） 48.4 3,050 175,866 21.0/79.0

令和元 393 149 542 2.9 358
（37,675） 66.1 2,841 187,591 21.5/78.5

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象


